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	年齢
	

	
所属
大学院
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	所属先住所
	

	出身大学
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本プログラムへ申し込むことについて、2025年4月に所属する大学院の指導教員から承諾を得ました。□はい　□いいえ


2～4ページにある1－6の質問に回答してください。受講生選抜の際の審査資料となりますので、本プログラムの趣旨をよく理解し、記述してください。
また、フォントは11pt以上で、指定された範囲に収まる分量で記載してください。




	1． 本プログラムを志望する動機を記載してください。





	2． 今まで力を入れて取り組んできたことの内容と、本プログラムを参加するにあたりそれらをどのように活用していきたいかを記載してください。





	3． 修士課程修了後の進路希望と、そこにおいて本プログラムの成果をどのように生かしたいか記載してください。





	4． 修士課程で進めようと考えている研究テーマ・概要について説明してください。





	5． 第4項で述べた研究は、火山の理解や社会に対してどのように貢献すると考えるか説明してください。





	6．  1．	下記の記事を読み、火山防災と観光とのバランスはどうあるべきか、規制する側とされる側の両者の立場を考慮して論じなさい。
“草津白根山「湯釜」見学、やっぱり中止…火山活動「高まる可能性」と気象庁が発表“
出展：読売新聞　2024年9月9日
[bookmark: _GoBack]https://www.yomiuri.co.jp/national/20240909-OYT1T50200/
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